2012年度　社団法人　山形青年会議所

第１回　役員予定者会議　議事録

日　時　：２０１１年９月２２日（木）
１８：３０～１９：２０
場　所　：のゝ村
1． 開会　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鈴木専務理事
2． ＪＣＩクリード昌和　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　渡部委員長
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4． ＪＣ宣言文朗読並びに綱領唱和　　　　　　　　　　　　　　　　菅原委員長
5． 出席者の確認（敬称略）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　武田事務局長
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６．　会議成立の確認





武田事務局長

７．　議事録署名人の指名




野口理事長

８．　議題ならびに資料の確認　　　　　　　　　　　　　　　　　　鈴木専務理事事

９．　理事長挨拶　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　野口理事長
　あらためましてこんばんは。本日はお足元の悪い中お集まりいただきましてありがとうございます。今日はどんな思いでここにこようかなと１日考えながら過ごしておりました。たくさん言いたいことはあるのですが、２点絞らせて話させていただきます。
　まず１点目は７月の総会にて２０１２年度の山形青年会議所の理事長職の承認を得ましてから早２ヶ月が経ちました。器かどうかはわかりませんが、推挙されたという限りはそういった目で見ていただきまして、私なりにどういう理事長像、またどういう山形青年会議所像を今日まで考えてきました。しかしながらまだ職をお受けしただけで実際の活動はまだしておりません。多分２０１２年の１２月３１日になってはじめて山形青年会議所の理事長職を担う人物になろうことかと思います。何を言いたいかと申しますと、皆様に２０１２年の理事をお受けいただきましたが、まだはじまってもいません。その中で１年をかけて自分の職に見合う、それ以上の男になっていただきたいと心から思っております。それは皆さんに私が思う分、自分もそれに見合う男に１日１日成長していきたいなと思います。

　所信の中に力という言葉を書かせていただきました。それは皆さんにも力の限り成長する姿を信じて１年間やってほしいという思いと自分がなりたいと思う像を書かせていただきました。皆さんそれぞれＪＣで培ってきた力を２０１２年に反映させていただければ、それ以上に自分の力に、ＬＯＭの力になっていけば良いと思っております。昨今思うようなＪＣ活動ができておりませんが、力の限り思う存分２０１２年度は大事な英断する時期でもございますので、皆さんにご協力とご支援を賜りながら一緒にＪＣ活動をやっていきたいと思います。
　もう１点は、なぜこの、のヽ村さんで第１回の役員会をやるかということ、この中でも聞いたとこがある方もいるかと思いますが、お話しさせていただきたいと思います。私が先輩からお聞きした、のヽ村さんで開催する意義、それは先ほど同様、我々は青年としてここに立つ、ここで会議をする器ではないのかも知れません。しかし、常にＪＣという活動の中から高みを目指して常にこういう所にいられるような人間となる、組織となるような人材になるように努力するように、のヽ村さんで開催するのだと先輩からお聞きしました。

　私は最初、何かよくわからないままに数年過ごしておりましたがここ近年、役職をいただくとともに職を全うしてまた新しい年にこの、のヽ村さんの第１回予定者役員会議に出席するたびに先輩からお聞きしたことを思い出しながら出席しております、
　昨年は残念ながら出席できませんでしたが、一昨年は皆さんとともにテーブルに座って時の理事長予定者の荒井特別顧問の元「よし、頑張ろう」と思いました。船橋理事長の時はたしか参加が出来なかったのですが、今日のこの日を頑張っているのだろうなとその時は東京ＪＣにいましたけど思っておりました。
　是非、今皆さんが思っている気持ちを今後、委員会メンバー、常任の方は委員長のメンバー、正副の皆様は常任メンバーへ２０１２年度新しく変わる山形青年会議所の活動に十二分に力を発揮していただきたいと思います。

　まずはこの２点をお伝えして理事長の挨拶に代えさせていただきます。本日はどうぞよろしくお願いします。
１０．　直前理事長挨拶　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　船橋直前理事長

　みなさん、こんばんは。本日はまずは野口理事長をはじめと致します２０１２年度理事構成メンバーの皆様第１回の役員予定者会議の開催、誠におめでとうございます。まず事務局から遅参と欠席の連絡がありました。多分乾杯かタイミングがあると思いますので、１番言いたいことは多くの方がいる中でお話ししたいと思いますので後ほどということで。
　第１回目ということでご覧をいただきたいと思います。欠席者がおります。遅参者もいらっしゃいます。この席に来る中で皆様いろんな事情や状況があった中で理事をお受けしてこの席にいると思います。しかしながらこの皆様は山形青年会議所の舵を切っていくメンバーです。この席にいらっしゃる皆様にお話ししてもしかたないとは思いますが、欠席される方、同じラインにいましたらそのような話しをしていただきたい。その責任を持って本年１年全うしていただきたいと思います。私もこの席は９年目になります。会務として理事でない出席もありましたけども、これで９年目になります。毎年毎年思い出があり、その年の色がこの中で繰り広げられていたと記憶しております。初めて理事になった時も非常に緊張した面持ちで出席しました。初理事が３名ですね。３名の目は非常に厳しい目をしております。私もそんな気持ちで当時は出席致しました。

　非常に厳しいことをいいましたが、逆にこの仲間で作っていけるのが皆様です。思いっきり思ったことを理事会の席でぶつけていただいて、またこの席で決まったことをしっかり委員会におとして、自分が思う、そして委員会メンバーが思う１年間を作り上げていただきたいと思います。まだまだ野口理事長は船出をしたばかりでございます。所信におきましても中々表現できない部分もあろうかと思います。皆様で共有しながら、これから磨いていこうという作業に入ろうかと思いますので、皆様で２０１２年度を作っていただきたいと思います。まず本日は船出として素晴らしい第１回役員会となることを祈念しまして直前理事長のご挨拶とさせていただきます。
１２．  討議事項 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鈴木専務理事

討－01 

理事長所信（案）Ｖｅｒ．１５について
【読み合わせ】
野口理事長：【説明】

常任理事の方までにはお話ししましたが、今年の船橋の理事長と違っているところは、具体的に何をやるかを書いておりません。この中から自分の役職にあった職務案件と照らし合わせていただきまして、今後の活動をしていただきたいと思います。内容としては、皆さんから幅広く色んな自分が思っているＪＣと今まで培ってきたＪＣとか色んなものを反映していただいて、自分の力、メンバーの力、山形の力を合わせていただきたいと思います。私は文章が得意でないものですから文法上ご指摘をいただければと思いますが、思いを伝わるように、この言葉がいいなあと共感していただければよいと思います。ここ数年では具体的に書いていない所信となっていますが、その中でも皆様に拾い上げていただいて皆様の方針となっていただければと思います。私からは以上です。

鈴木専務理事：【説明】
ふりがながあった方がいいのではないかと思う箇所もあろうかと思いますが、あえてふりがなは振っていない事にしております。

佐藤副議長：【質問】

野口理事長らしい力強い所信だと思いながら読ませていただきました。９１行目の「時代」に繋ぐ力が作られた言葉なのか、「次代」でない意味が何かあるのかお聞かせいただきたい。また１１１行目、ＬＯＭでの事業や各種大会とありますが、事業でなく、例会に対する考えもありますので、例会と事業ということで入れたほうが良いのではないかと思いながら聞いておりました。
野口理事長【回答】

「時代」というのは色々考えまして、今生きているのは私達でこれからを作るのも私達ということで時間的なものを考えておりました。「次代」とすると、どうしても創造というか時とか時間とかがイメージ像になってしまうかと思い、あえて自分達の時間的な考えをだすために「時代」とさせていただきました。

１１１行目の件ですが、例会というのは山形青年会議所のメンバーでいる以上義務ということであえて入れておりません。例会を１００％にするというのも最初書いておったのですが、そういったことも省かせていただいて、事業と各種大会と間接的にさせていただいたのはこれから皆さんが委員会になるメンバーへアプローチしていただくか、それはお声がけしかないと思います。例えば同グループで何かするとか、ここ数年１グループで２委員会しか持っておりませんが、前は１グループで３委員会を受け持つということもありました。その中で他の委員会を助けていくこともありました。その中で自分の委員会でない事業にも参加していく事がありましたが、現在メンバーが１００名ちょっとで自分の委員会以外の事業にも出ていただきたいという考えです。こういった説明をしないといけないとそこまで書いたらいいのではないかと思いますが、この文章の中から汲み取っていただいて、皆様に落とし込んでいただきたいと思います。
横山委員長【質問】

１２８行目の「ＪＣがある時代」というところをご説明いただきたい点と、１１６行目の私たちの誇りと自信になる力をなりますの部分が自信になる力でなく、そのまま誇りとなりますでいいのではないかと思います。
野口理事長【回答】

ＪＣがある時代ですが、ここ近年ＮＰＯとか青年団体がありますが、昔は数えたら商工会議所とかしかなかったのですが、私もその時代を生きているわけではないですが、ＪＣがある時代、通常はＪＣしかない時代とかいいますが、まち創りの活動にしても１番目だった時代として表記させていただきました。

横山委員長【意見】

「ＪＣしかない時代」から「ＪＣもある時代」の流れの中で「ＪＣがある時代」となっているのかと思いまして、メンバーも中々わかりづらいかと思いましたのでご指摘させていただきました。

野口理事長【回答】

そちらはもう１回検討させていただきます。

１１６行目につきましたももう１度検討させていただきたいと思います。ただし、この表記は全てが皆さんの力となって欲しい、なるものだという思いで書かせていただきましたのでそちらも含めて検討させていただきます。

横山委員長【意見】

１１８行目から始まる段落で何点か誤字脱字らしきものが見受けられましたので後ほど事務局へお知らせしたいと思います。

もう１点、次年度のメール等の中で「凛」という言葉がよく使われておりますが、私の娘も凛子という名前で私も好きな言葉です。

野口理事長【回答】

「凛」という言葉は来年の会頭もよく使用する言葉で私も最初は冒頭から使おうかなと考えておりましたが、私の所信だけでなく、次年度会頭も読み比べていただければと思います。全てがリンクしているわけではありませんが、「たくましく生き抜く力」も昨年出向させていただいた委員会名ですし、是非会頭の所信も読み比べていただきたいと思います。
船橋直前【意見】
今日はじめてですので、若干ご意見が出づらいと思いますが、今後グループ方針をお作りいただいて、また委員長方針を作っていただきます。なぜそういうものを立てるかといいますと、来年１年間をどのようにして理事長の思いを具現化していくか、山形ＪＣを創り上げていくかという方針を立てるわけです。来年例えば道半ばにして迷ってしまった場合はその委員長方針に立ち返ってもらうわけです。室長ならグループ方針ですが、この理事長方針というのは私も今年１年振り返って思ったことは、何回も読み返します、この理事長所信というのは。時として言っていることが所信と違うのでないかと思うことがありますが、その時に必ず立ち返ります。自分の頭で思い返せるぐらい立ち返ります。それぐらいのものだとお知らせしたくてマイクをお借りしました。

１３．報告・依頼事項 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　武田事務局長
　 
報－01 
　 
今後のスケジュールについて　 

１２．次回開催 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鈴木専務理事
[ ２０１２年度 第２回役員予定者会議 ]

 ２０１１年１０月４日　火曜日１９：００～ 　
場所：ルーム　会議室

１３．閉  会 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鈴木専務理事
